
 NPO富里のホタル  
ＮＰＯ法人 ＮＰＯ富里のホタル 編集委員会 発行 2017.12.28  第４２号 

ど                
  
  
    
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
イ 

 

木枯らし吹きすさぶ頃となりましたが、皆様お変わりありませんか？ 

わたしたち富里のホタルは、2017年 11月をもって、法人設立 10年を迎えることができました。そんな長きにわたる  

活動に加え、今年は幼稚園等への出張読み聞かせや天神谷津オープン作業デ―などの新しい活動への挑戦もさせ

ていただき、これも皆様からの日頃のご支援とご厚情の賜物と深く感謝申し上げます。 

 さて、そんなわたしたちの活動をさらに良いものとするために、これまでの活動の報告と今後の事業方針をみなさま

と共有したいと思い、第 11回通常総会を開催したいと思います。 

万障繰り合わせの上、ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

尚、当日の日程・議案資料等につきましては、後日お送りさせていただく予定です。 
 

日時 ： 2018年 2月 17日(土)13：30～15：30 

会場 ： とみさと市民活動サポートセンター 

（富里市役所敷地内 0476-93-4123） 

議案 ： ①Ｈ29年度事業報告、事業収支決算、会計 

      ②Ｈ30年度事業方針、事業計画、事業収支予算 

     ③役員の選出について 

※総会終了後、恒例のささやかな懇親会を開く予定です。スライドを 

使って 「2017年の活動を振り返って」 「天神谷津の虫」の報告。 

また皆さんのご意見なども合わせて伺えればと考えています。 

そちらのほうもお時間があれば、ご参加お願いいたします。 

第 11回 通常総会のご案内 

今年春から毎月、出前の紙芝居・絵本読み聞かせを、市内幼稚園・こども 

園・児童館で行っています。第 40号・41号会報でご紹介した「試み」が定例化 

したものです。直近の 9月では、25日に末広幼稚園と富里幼稚園、27日に 

向台こども園と若草児童館、29日に葉山こども園で実施。毎回数人の NPO 

富里のホタル会員が出向き、2～3つにグループを分けて 30分くらいお話を 

しています。児童たち皆、真剣にそして夢中になって聞いてくれ、帰るときに 

は、「また来てね」の元気な声をもらいます。絵本は昆虫や動物などの生き物 

が中心ですが、過去から語り継がれてきた評判の良い絵本も持参し紹介します。 この活用の中で我々NPO富里の 

ホタルの活動を優しく紹介し、またミニチラシ「親子で天神谷津に遊びにきませんか」を園児に配り、ご招待しています。 

これらの事が里やまの自然を感じてもらうきっかけになればと、皆で話し合いながら進めています。児童たちとの触れ 

合いは癒されますし楽しい時間です。関心のある会員さん、是非ご参加ください。ご連絡をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

                               

会員募集 
【連絡先】NPO富里のホタル 事務局（岡本）☎090-6016-8548 

メールアドレス okamoton@themis.ocn.ne.jp 

「 
 

NPO富里のホタルは、谷津田などでホタル

の発生を指標とした自然保護活動を行って

います。  
 

活動に関心のある方は、お気軽にお

問い合わせ下さい。（年会費：2,000円） 
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会員紹介 

以前から「ホタルの会」の活動には興味があり、たくさんの子供達

に、普段は出来ない体験をさせてあげたいという思いから、子供会

の役員を受け、立沢台子供会で入会させていただきました。ホタル

の観賞会、田植え体験、稲刈り体験に参加させていただき、子供達

のステキな笑顔と、「楽しかった～」の声を聞くたびに、入会して良か

ったと、心から思っています。 

これからも多くの人にこの活動が伝わって、沢山の笑顔が見られ

るよう、頑張っていきたいと思っていますので、今後ともよろしく

お願い致します。 

 

2017年 11月 19日（日）、ごみの減量と資源ごみの有効利用、環境にやさしい暮らしづくりを目的としたリサイクルフ

ェアが富里中央公園イベント広場で開催されました。会場はリサイクルマーケットやリサイクル工作、花苗の販売など

も人気を集め、子供から大人までたくさんの人でにぎわいました。 

私達は環境部門で３回目の出店。大型パネルに活動写真を展示したり、メインテーブルに「木の実工作」グッズを並

べて無料体験で楽しんでもらいました。最初はスタンプラリーに並ぶ人達ばかりでしたが、一組の親子が体験を始める

と希望者が続出です。どんぐりにトトロを描いて、木組みと一緒にグルーガンで飾り付けします。季節柄、稲わらリース

への飾り付けが好評で品不足になるほどでした。完成品を手にしてもらい写真を撮ると、いずれの作品も個性的で細

部へのこだわりがありスタッフも感動です。 

ちなみに使った材料は自然からの恵みばかり。環境にやさしい小さな夢が作品に込められているようでした。 

 
 

富里リサイクルフェア参加！にぎわう工作体験！ 

P1 P4 
現在の会員数： 0 2 0 3 
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読み聞かせ参加者募集 

 

秋の紅葉が散り始め草花も枯れてくると、天神谷津の景色も色彩が 

乏しくなってきます。そんな時節の澄み渡った晴天の日、静かに開花 

する花があります。リンドウの花期は秋、釣り鐘型のきれいな青紫色 

で、茎の先に上向きに花を咲かせます。かつては水田周辺の草地や 

ため池の堤防などにたくさん自生していたそうですが、それは定期的 

に田んぼ周辺の手入れで草刈りがなされ、草丈が低い状態に保たれ 

ていたからだったと言われています。近年、そのような手入れのはい 

る場所が少なくなったため、リンドウを見る機会が少なくなったそうです。 

晩秋のこの時期、本格的な冬の到来を前にすっかり寂しくなった天神 

谷津に、美しく咲くリンドウ。それは小さな喜び、まるで宝物を見つけたような気分を私たちに与えてくれます。 
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 リンドウ（竜胆） 
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骨組み部分をハードウッドに交換した木道

橋 

10月 24日、天神谷津にカラフルな長靴を履いた 12人のわらべが出現。恒例となった富里第一小学校３年生

の「自然観察会と昔遊び」の始まりです。秋深まる候、虫達はまばらですが、網を手にした子供達は畦道を駆

け巡りました。赤や白い帽子が緑に映えてにぎやかです。1時間弱の採取で虫かごはバッタやトンボ、ザリガ

ニやサワガニでいっぱいに。12箱の虫かごを並べて小さな博物館をにわか作り、その前で品評会です。「どん

な虫がどんな所で暮らしていましたか」と質問すると、しっかりと答えてくれました。後半は杉林のなか、どんぐ

りの弾でパチンコ遊びをしたり、大型紙芝居で富里の昔話「九頭竜様のお札」を演じてもらいました。この体験

学習を通して「ふるさと富里の自然」の素晴らしさを知り、守って行くことの大切さを子供達に感じて欲しいと願

っています。 

（注）大型紙芝居は富里市教育委員会からの借用品 

 

 県の環境活動地域支援事業で実施されてきた杉の伐採、3年計画の最終年となりました。この日は朝からの強

風にもかかわらず、たくさんの参加者で賑わいました。参加者の多くが伐採もチエーンソーも初体験。倒れる

杉の振動と地響きに参加者からは歓声や驚きの声が。男性も女性も、大人も子どもも慣れない手つきでしたが、

次第にコツを掴み、無事伐採を終了しました。サブイベントは森のオブジェづくり。里やまにある材料を使っ

て作品を作ってもらいます。２チームに分かれて制作に取りかかった参加者たち。最初は戸惑いがあり、どん

なものを作るかまとまらないなか、最後は立派なオブジェが完成。 ひとつはクリスマスツリー、もうひとつは

ジャングルがテーマ。甲乙つけがたい作品となりました。 
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10/24 わらべ 12人の秋 
 

伐採体験 
 

オブジェづく
り 
 

11/11 第 5回里やま塾『森の伐採体験』 
 


